
36 霰のレーダ反射係数Zと降水強度Rとの関係
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るに従って同じRではZの値が小さくなることを示し

ている．これはいわば粒子の落下速度を考えると当然の

結果のように思えるが，一方粒度分布や降水強度の類似

性や連続性の仮定がなり立つという事実を暗示している

とも言える．この傾向は密度の代りに温度の差によって

示されている昼間から夜間へのβの変化によってもうか

がえる．

　以上の結果を10gB一βの座標にブ・ットしてみると

第9図のようになる．βの絶対値をとると霰のBの値

は雲粒付よりも必ずしも小さいとは云えないが，一般の

傾向から言うとβの値に依存しており，これら3種の

降水粒子の間に系統的な相異がみとめられる．
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